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１．はじめに 

近年、地方都市の過疎化が深刻となっている。過疎

地域では、経済・社会の持続性の低下や移住・交流の停

滞、観光客・住民の移動困難等の問題が起こっている。

しかし、2020 年から見舞われている新型コロナウイル

ス感染症の影響により、地方移住の関心が高まってい

る。このような状況において、地方移住をした人が地方

に定着するような空間づくりを提案していく必要があ

る。 

 

２．研究の目的と方法 

人々にとって魅力があり住みやすく、また長い間住

み続けたいと思う街を創造していくことは、地方過疎

化を抑制する上での課題である。人々が定着したいと

考える街を創出するためには、その街への「愛着」が必

要である。「愛着」とは人が慣れ親しんだものに深く惹

かれることであり、愛着を抱きやすい場所が多い街ほ

ど定着しやすいのではないだろうか。本研究では街の

中の「路（みち）」に着目した。着目した理由として、

ケヴィン・リンチによると路は街の中でも「多くの人々

にとってイメージの支配的な要素となっており、人々

は移動しながらその都市を観察し、そのパスにそって

そのほかの要素が配置され、関連付けられている」とさ

れているためである。路に対して抱く愛着の一部を定

量化することを目的とした。 

研究方法として、人が路に対してどのような心理を

抱いているのかを知るために SD 法による因子分析を

おこなった。そして抽出された因子と関連すると考え

られる項目を定め、それらについて一対比較法による

経路選択実験をおこなった。実験により明らかとなっ

た項目について分析し、定量化を試みた。 

 

３．因子分析による調査 

9 枚の実際に存在する路の写真と 11 種類の評価尺度

を用いて、大阪工業大学に通う大学生 97名を対象に SD

法による因子分析の調査をおこなった。取り出したそ

れぞれの因子が表 1 のようになり、それぞれの評価尺

度の構成から、因子名を「機能性」、「情緒性」、「象徴性」

とした。研究では、「象徴性」に着目し、人の愛着の中

で機能や美観には関係しない部分の感情の定量化をお

こなった。 

 

表 1 得られた因子 

 
象徴性の数値が高い方を「独立的象徴性」、低い方を

「関係的象徴性」と名付けた。これは象徴性の数値が高

い路では街の要素が個々にシンボリックで象徴的であ

るのに対して、数値が低い道では要素が互いに関係し

あって成り立っていると考えたからである。今回はこ

のうち関係的象徴性に着目し象徴性の定量化をおこな

った。関係的象徴性が高い写真の共通点として、「人の

数が少ない」「植栽がある」「日陰がある」「壁に凹凸が

ある」という 4 点が挙げられたため、これらの項目につ

いて調査した。 

 

４．経路選択による調査 

前章の考察から分かった 4 つの項目について、一対

比較法での経路選択実験をおこなった。この実験では

各項目につき写真を 3 種類ずつ用意し、それぞれの写

2022年度土木学会関西支部年次学術講演会

口頭Ⅳ- 21



真について対比関係となる写真を用意した。例えば人

の数について、人が少なく関係的象徴性が高いと考え

られる画像を 3 枚用意した。そしてその画像に対して

Photoshopにより人の数を増やし関係的象徴性が低いと

考えられる対比関係となる写真を作り、計 6 枚の写真

を用意した。結果は図 1 から図 4 のようになり、「人の

数」は少ないほど好まれることと、「壁の凹凸の有無」

は凹凸がある路の方が好まれることがわかった。 

 

図 1 人の数 

 

図 2 植栽の有無 

 

図 3 日陰の有無 

 

図 4 壁の凹凸の有無 

 

「人」の項目について、「写真に占める人の割合」が

関係的象徴性と関係すると仮定し分析したが、尺度値

による選択率と相関がなかった。このため、「近い空間」

として捉えられる場所との相関を調べた。今回は、その

場所を俯角により捉えた。樋口によると「俯角 10°近

傍の視線が水面にとどいているか否かによって、港や

湖に対する視覚的な一体感が左右され」る。このことか

ら俯角 10°以下の領域を「近い空間」として捉えられ

るのではないかと仮定し、「近い空間」に存在する人の

割合と選択率との関係を調べた。結果は図 1 のように

なり、「近い空間に占める人が存在しない割合」と「尺

度値による選択率」には相関が見られた。俯角 10°以

下に占める人の割合は関係的象徴性に関連すると考え

られる。 

 

図 1 人の割合と選択率 

 

またこの結果より、「近い空間」における地面の単純

さが関係的象徴性と関係するのではないかと考えた。 

次に「壁の凹凸」について、「近い空間の単純さ」より、

俯角 10°以上は相対的に複雑である方がよいのではな

いかと考えた。つまり地面に対し壁が複雑であれば、関

係的象徴性が高くなると考えられた。 

今後の研究として地面の単純さと壁の複雑さの２点

に対する検証をおこなっていきたい。 

 

５．おわりに 

 本研究では、人々が路に対して感じるイメージにつ

いて分析をおこない、路への愛着との関係を調べた。

「関係的象徴性」を定量化することによって人の数と

壁の凹凸の有無についての感情を読み取ることができ、

人の密集度が低い道や壁の凹凸が存在する道に対して

人々は愛着を抱きやすい可能性をみいだした。課題と

して、一対比較法での調査写真や問いの言葉などの吟

味や、壁の複雑さの定量化が挙げられる。 
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